たむしば山の会々則

第1章
総則

第1条
本会の名称は「たむしば山の会」といい、事務局を原則として東京都内におく。

第2条
本会は山岳愛好者をもって組織し、会員相互の親睦と技術向上を図り、幅広い山行を目的とする。

第2章
事業

第3条
本会は目的達成の為、次の事業を行う。

・
山行

・
月例会

・
本会ウェブサイトの運営
・
その他、目的達成の為に必要な事項

第3章
会員

第4条
本会の会員は第2条に定める目的に賛同し、所定の入会手続を経た者によって構成される。

第5条
会員は山岳保険へ加入しなければならない。

第6条
会員は山行にあたって、事前に計画書を事務局へ提出し、役員による許可を得なければならない。また、事後に月例会にて報告を行わなければならない。

第7条
会員は、病気またはやむをえない場合、会長の承認を得て退会することができる。

第8条
会員で次の行為があった者は役員会の決議によって除名される。但し、その会員は役員会に出席して釈明することができる。

・
本会の名誉を傷つけ、本会則に違反した者

・
会費等の長期滞納者

・
山行、月例会に連絡なく長期間参加しない者

第4章
役員

第9条
本会には次の役員をおく。

会長：
1名

委員：
若干名

第10条
本会の役員は会員の互選によって選出される。

第11条
会長は本会を代表し、会務を統括する。

第12条
委員は次の各会務を分担執行する。

・
総務（会計・渉外）

・
ウェブサイト
第13条
役員の任期は1年とする。但し、再任を妨げない。補充または増員によって生じた委員の任期は他の委員の残任期間とする。
第5章
会議

第14条
本会の会議は全会員による総会及び全役員により構成される役員会とする。

第15条
総会は本会の意思決定機関であり、毎年4月に開催する。但し、会員の3分の1以上からその開催要求があった場合または役員会において必要と認めた場合には臨時総会を開催する。

第16条
総会に付議しなければならない事項は次の通りである。

・
会務並びに会計の報告

・
新年度の運営方針並びに予算

・
会長、委員の決定

・
会則の改正

・
その他、会務運営上の重要な事項

第17条
総会の議事は役員会の推薦により選出された議長によって運営され、出席会員の過半数の賛成をもって決定する。

第6章
会計

第18条
本会の会計は会費及び寄付金をもって運営する。

第19条
役員会において必要と認める時は、前条に規定する金額の他に臨時会費を徴収することができる。

第20条
決算報告は役員会において監査した後、総会に提出し、その承認を得なければならない。

第21条
会計年度は4月1日に始まり、翌年3月末日に終わる。

第22条
毎年度一定額を会計より支出し、遭難対策積立金として積み立てる。

第7章
会則

第23条
本会則の改廃は役員会において付議し、総会において承認されなければならない。
第24条
本会則を運営する為に必要な運営細則を役員会において定めることができる。

付則

第1条
本会則は平成22年12月1日より施行する。

運営細則

会則第24条による運営細則を次の通りとする。

(1)
入会手続きとは、所定の入会申込書を提出し、入会費及び会費を納入することをいう。

(2)
総会を欠席する者は事務局に予め連絡を行う。

(3)
役員会は原則として月1回開催する。

(4)
会則第18条の「入会費」は1,000円、「会費」は年5,000円とする。なお、年度途中より入会した者はその年度末までの会費として同額を納める。

(5)
納入された入会金及び会費はいかなる事由があっても返却されない。

(6)
会員の山行による遭難事故が発生した場合、会長が指令する役員によって構成される遭難対策本部の指示に従い、会員は救援に協力する義務を有する。

(7)
会費の一部を役員会の承認を得て遭難対策費とすることができる。

(8)
会則第22条の「遭難対策積立金」に毎年度積み立てる金額を30,000円とする。
改訂履歴

第一回改訂
平成23年4月16日
第二回改訂
平成24年4月1日

